
Ⅰ．はじめに

　九州育種場では，特用樹の育種として，ハゼノキの果皮に含ま

れる木蝋の重量割合（含蝋率）の高い個体の選抜を進めている。

選抜のためには，クローン毎に長期間にわたって含蝋率の経時変

化などの特性を把握する必要があるが，これまでにハゼノキにつ

いてこのような評価を行った例は少ない。本報では，固定調査地

において得られた，３年間の含蝋率の経年変化に関するクローン

特性について報告する。

Ⅱ．材料と方法

　（１）材料

　供試材料は熊本県水俣市内に設定されたハゼノキの試験地２箇

所から採取した。これらの試験地には，福岡県が地域特性品種育

成事業で選抜した４９クローン（選抜当時）が植栽されているが，

そのうちで１９９８年から２０００年までの３年間にわたって含蝋率が継

続して得られた個体（ラメート）のデータを用いた。

　これまでに，後藤ほか（１９９７）によって，両試験地に植栽され

た材料のうち３０クローンについては，RAPD（Random Amplified 

Polymorphic DNA）マーカーを用いたクローン分類が試みられ

ている。本報のクローンの区分けは，後藤ほか（１９９７）が分類し

たものについてはそれに拠り，DNA分析していないものは福岡県

が選抜した時のものに拠った。その結果，各試験地から解析に用

いた個体は，１１クローン，７クローン（両試験地あわせて１４ク

ローンで，４クローンがそれぞれの試験地で重複）に整理された

（表－１）。

　（２）木蝋の抽出方法

　ハゼノキから採取した実を風乾保存した後，すりつぶして果皮

と種子に分離した。そのうちの果皮を円筒濾紙に入れ，試料を作

成した。抽出にはソックスレー抽出器を，溶媒にはノルマルヘキ

サンを用いた。抽出時間は２時間とした。本報の木蝋はこの抽出

物を指す。１個体につき３回抽出を繰り返し，これを３年間連続

した。

　なお，含蝋率は以下の式により算出した。

　　含蝋率（％）

　＝抽出した木蝋（g）／抽出に用いた果皮（g）×１００

Ⅲ．結果と考察

　含蝋率はクローン毎の３年間の平均で３８．９％から５９．７％まで変

異し，変異の幅は２０．８％であった。平均含蝋率が最高であったも

のは昭和福であった（表－１）。

　最小２乗推定値を用いた，年次，試験地，クローンの３元配置

の分散分析の結果を表－２に示す。クローン間差が有意となった

ことは，クローン毎に特性を評価し，その結果に基づいて優良ク

ローンを選抜するという手法が，ハゼノキの含蝋率について有効

であることを示唆するものである。

　３年間の含蝋率の変動を図－１に示す。３年間の平均含蝋率が

上位の４クローン（昭和福，水俣３号，同４号，黒木５号）は年
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表－１．供試したクローンの含蝋率の３年間の結果

年次間の平均含蝋率個体数クローン名

変動係数（％）（％）

４．３４０．２３＊有家１号

８．８４７．１３木部１号

２９．３３９．３２久留米２号

２６．７４０．９２久留米３号

２．３５５．２２　#黒木５号

１５．３３９．０４＊戸島１号

４．６５０．１２＊水俣１号

１２．４４６．８２水俣２号

２．８５７．５４　#水俣３号

２．６５６．３４水俣４号

２３．７３８．９１０　＊#伊吉

１６．８４７．７４＊上

１２．０４４．３３＊#王

４．７５９．７４＊昭和福
＊：後藤ほか（１９９７）が分析したクローン。
#：２試験地に重複するクローン。
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次間の変動係数が小さかった。それに対し下位の伊吉，久留米２

号，同３号の変動係数が大きかった（表－１，図－１）。また，

１９９９年に含蝋率が低下し２０００年に再び上昇したものは１４クローン

中１１クローンであったが，その中で１９９９年の低下が著しかったの

は６クローン（木部１号，上，王，伊吉，久留米２号，同３号）

であった。３年間を通じて異なる傾向を示していたのは，水俣１

号，有家１号，戸島１号の３クローンであった。表－２に示した

通り年次×クローンの交互作用が有意になったのは，このような

クローン毎の変動幅の差異や少数クローンの変動傾向の違いに起

因すると考えられた。

　また，含蝋率に関するクローンの順位の年次変動を見るため，

Spearman の順位相関係数を各年次間で算出した結果，全ての組

み合わせ（９８年と９９年，９９年と００年，９８年と００年）で有意な正の

相関が見られた（それぞれ�=０．８３，０．７１，０．７４，� < ０．０５ または

０．０１）。

　以上のことから，含蝋率に関する順位は年次間の大きな変動が

少なく，特に上位のクローンは安定して高含蝋率を維持すると考

えられた。このことは，高含蝋率を有するクローンを比較的少な

い調査年数の結果から絞り込むことができる可能性を示唆するも

のである。

　含蝋率の年次間，試験地間の変動の原因を明らかにするため，

今後の継続調査が必要であると考えられた。また，久留米２号，

久留米３号は伊吉と３年間の含蝋率変化の傾向が非常に似通って

いた。この２クローンは未だDNA分析を行っていないので，今

回は異なるクローンとして分類した（表－１）。しかしこれらが

同じクローンであることもあり得るので，早急に分析を行う必要

があるであろう。
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図－１．各クローンの平均含蝋率の年次変化

表－２．分散分析結果

�値平均平方平方和自由度変動要因

３４．１２＊＊９９３．９５１９８７．９０２年次

１２．０４＊＊３５０．６６３５０．６６１試験地

２２．５０＊＊６５５．５８８５２２．５４１３　クローン

２．７３＊＊７９．５２２０６７．５９２６　年次×クローン

７．３９＊＊２１５．２４６４５．７１３試験地×クローン

１．５７　４５．８３３６６．６７８年次×試験地×クローン

２９．１３２７０９．４１９３　誤差
＊＊：�<０．０１．


